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【講演1】

RPA（ロボティック・プロセス・オートメー
ション）、コグニティブ、AIがもたらす業務
改革の実際

藤野でございます。初めまして。よろしくお願いし

ます。

今日はお忙しいなか、お集まりいただきましてあり

がとうございます。

Slide2　略歴

現在、KPMGコンサルティングに在籍しておりま

す。業務としましては主に、RPAというロボットや、

人工知能である AIの技術を活用し、主に銀行様中

心に、業務改革を推進させていただいているところで

ございます。

RPAというのは最近ここ 1年、2年ぐらいに世の

中に出てきた言葉ですけれども、もともとは KPMG

の者が日本にこの言葉を持ち込み、日本 RPA協会を

設立した一人でございます。そのなかで昨今ようやく

盛り上がりを始めたというところです。

私自身は、信託銀行に 20年ぐらい在職させていた

だき、そこでは、90年代にはやっておりました BPR

の流れにのり業務改革―金融機関が非常にリスクの

高い時期でもございましたので、いかに経営を立て

直すかといったところを、企画とかシステムの部分も

含めて経験させていただきました。

その後、日本 IBMで、銀行様が中心のお客さまで

したけれども、銀行向けのソリューションということで

次世代の基幹系システムを中心に推進させていただ

いておりました。

その後、外資系保険会社にて信託会社設立に関与

させていただいた後、今年よりKPMGコンサルティ

ングでお仕事させていただいています。
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Slide3　Agenda

今日の Agendaです。

金融機関における実際の業務改革がここ何十年も

行われてきております。皆さんご存じのとおり、私が

申しあげるまでもなく、日々業務改革に邁進されてお

られますが、その実態と課題について、私が現在に

至るまで経験したことも踏まえて、どんなことがあって

どんな課題が残っているのかをまずお話しさせていた

だきます。

次に、昨今流行となっています、RPA、コグニティ

ブ、AIとは何なのか。そして、こういったものが今

後どのように活用されていくのか。またこれらをどのよ

うに理解していけばよいのかなど、そのご説明をさせ

ていただきます。

一方で、これらが進んでいくことで人が不要にな

るのではないか？など世間では話されているようです

が、銀行は人で成り立っている企業ですので、その

なかで人材を生かすというのはどういうふうに考える

べきかを論じたいと思います。

最後は、これはもう私見でもありますけれども、金

融業界における業務改善をどう考えていかないといけ

ないかというところをお話しさせていただければと考

えています。

1.金融機関における業務改善の実態と課題
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です。現実解として、業務量の削減は実現可能となっ

ています。

また、効率化を目指す部門内にのみ真の有識者が

存在しますので、BPRを進めるにしろ、数字だけで

あらわせない部分があり、単純に効率化が難しい部

分があったのではないかと考えています。

あと、先ほども申しましたけれども、「内部の人員

主導では人員削減することが難しい」という実情に

なっています。これは BPRのいちばんの課題ですけ

れども、人は「余裕が出ると新たな仕事をつくる傾向

が強い」ことから折角効率化されても、別の仕事を作っ

てしまい結果としては同様の業務遂行状況になりがち

と理解しています。たとえば 1日 9時から5時までは、

手が空かないようにするというのが一般的な志向とし

てあります。また、空いたからといって手を休める人

はなかなかいないと思います。とくに銀行員は非常に

まじめな方が多いので、逆に何かしていないと気が

済まないということが多いとみています。結果、どう

なるかというと、定時＋可能な残業時間を埋めるべく、

仕事をつくってしまっている傾向が高いのだろうと思

います。

ですので、BPR等で人を減らしました、人を減ら

せる能力や余裕が出ました、といっても、ほんとうに

人単位で何時から減らすということを決めておかな

ければ、結局は元の木阿弥になっている傾向が高い

のだと思います。私も経験のなかで、とある部門の

BPRをやらせていただいたときに、いちばん初めに

何をやったかというと、削減対象となる業務部門に対

していつから何人を別の部にもっていくということを、

最初に決めてやらないことには、その実際の効果は

出せなかったと記憶しています。最初に BPRで何名

減らせるだろうということを当該部門長と握ったうえで

プロジェクトを進め、結論ありきの BPRを進めた経

験がございます。その場合は当然成功も失敗も言わ

ずもがな、成功するわけですけれども、結局それで

も回るような BPRをしていくということをやらせてい

ただいた経験があります。

プロセスを全部洗い出しするというのは非常に難し

いです。すべてが見えないと減らすことは理論的には

難しいと理解しています。なので、ざっくり見極めて、

頭で減らすという行為は当然必要ですけれども、この

あたり、プロジェクトをうまく進める減らし方というの

はテクニックが必要だというのは経験上記憶に新しい

ところです。

Slide5　金融機関における業務改善について

先ほども申し上げましたけれども、90年代以降、

銀行は非常に大きな波に幾度なくさらされてきていま

す。その度に経営危機や、収益力への注目にさらさ

れており、「BPR」をはじめとしたキーワードとした、

この①、②、③、④の言葉が業務改善のたびに注目

されてきていると認識しています。これらの言葉の目

的は現在は、当然皆様ご認識されているものではあり

ますけれども、ビジネスプロセスを改善するというこ

とですね。これらを実現するための手法として「BPR」、

「業務定型化・マニュアル化」、「アウトソーシング」、

「EUC」といった言葉がキーワードとして出てきてい

ます。

Slide6　①. BPRについて

まず「BPRについて」、どういったことが実施されて

きたかということです。

これはもう皆様には釈迦に説法でもありますけれど

も、今ある業務プロセス自体を、見える化することが、

最初に必要なことと理解しています。見える化し、そ

のうえでどこに課題が潜んでいて、何が問題点である

のかというところが再構築を目指す一つのキーワード

になっています。じつはこの部分は、皆さんもお気づ

きかと思いますけれども、今の AI、コグニティブに

しろ、適用するためには、まずそのプロセスの見える

かが完了していないとこういったことは絶対できない

ということになっていますので、ここはキーワード的

には「BPR」という言葉はあるのですけれども、現在も、

これからのものについても、金融機関が――何のビ

ジネスにしても同じだと思いますけれども、まず何が

行われているかというところを表面化しないことには

次には進めないということだと認識しています。

次に、「効率化した結果、人員を削減可能とさせ

る」。これも当たり前のことですけれども、じつは銀行

は人で成り立っているけれども、実際には人が余って

いるとかいろんなことがいわれています。また「効率

化した結果、人員を削減可能とさせる」といいますけ

れども、実際に何かをやって、人員が削減できまし

た、というところにもっていくのは非常にハードルが

高いと理解しています。企画書上では、たとえばこれ

をやれば何人減りますということが出されるのですけ

れども、実際に現場に行ってみると、その人たちを外

すという事が非常に難しくて、人事的な問題がからん

だりして削減ができない事態になっていることが多い


